
 

 

 

平成29年度兵庫県丹波地域合同防災訓練の実施概要 

 

１ 目的 

 御所谷断層を震源とする直下型大規模地震の発生を想定し、関係機関・団体・自主防災組

織等が相互に連携した実動訓練に加え、災害時要援護者支援に重点をおいた住民参加型訓練

を実施する。官民一体となった実践的訓練を実施することにより、防災意識の更なる高揚を

図り、地域防災力の向上に資する。 

 

２ 実施日時 

平成29年９月３日（日） 午前９時00分から午後０時00分 

＊一部防災関係機関参集訓練等は、先行して実施 

 

３ 実施場所 

実動訓練＝篠山城跡三の丸広場（篠山市会場：メイン会場）、篠山小学校  

     スポーツピアいちじま（丹波市会場）  

災害時要援護者支援訓練＝特別養護老人ホーム 丹寿荘（丹波市）、篠山小学校 他 

 

４ 訓練参加予定人数・組織 

  人数：約１，４００人（篠山会場：約７００人、丹波会場：約７００人） 

  組織：約７０機関 

 

５ 訓練想定災害 

御所谷断層地震（マグニチュード7.3、最大震度６強） 

 

６ 訓練の特徴 

 (1) 災害時要援護者にかかる避難、福祉避難所等運営 

○ 災害時要援護者の個別支援計画に基づく避難訓練への参加 

○ 特別養護老人ホーム「丹寿荘」などでの福祉避難所設置運営訓練 

○ ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）による避難所内の救護所運営訓練 

 (2) 多様な手段による情報収集 

○ ドローンによる被害状況のリアルタイム配信 

○ 携帯型通信端末による現場画像のリアルタイム配信 

 (3) 協定締結に基づく新たな機関の訓練参加 

○ ヤマト運輸(株)による避難所物資搬送訓練 

○ 兵庫県栄養士会による災害時における栄養・食生活活動支援 

○ 福知山市による府県を超えた応援訓練（大丹波連携推進協議会※） 

     ※京都府４市１町（福知山市、綾部市、亀岡市、南丹市、京丹波町）と兵庫県２市

（篠山市、丹波市）における災害時等広域防災体制＜H26.5.8締結＞ 

 (4) 若年層の防災訓練への参画 

○ 篠山鳳鳴高校放送部員による訓練進行に係るアナウンス 

○ 地元高校生による炊出し等へのボランティア参加 
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７ 重点訓練内容 

(1)  実動訓練 

○ 被害状況（上空）調査訓練 

   ○ 道路啓開訓練 

   ○ 救出救助（倒壊家屋、車両）訓練 

   ○ 救護所設置運営訓練（ＤＭＡＴ） 

○ 負傷者広域搬送訓練 

○ ヘリコプター救出救助訓練 

○ 孤立者救助訓練 

(2)  災害時要援護者支援訓練 

  ○ 災害時要援護者避難訓練 

※福祉避難所までの避難及び福祉施設入居者による避難訓練 

※個別支援計画に基づく避難訓練 

○ 福祉避難所（福祉避難スペース）開設・運営訓練 

(3) 避難所開設・運営訓練 

  ○ 救急災害医療訓練（ＪＭＡＴ） 

  ○ 避難所物資搬送訓練 

  ○ ペット同行避難訓練 

  ○ ボランティアセンター設置運営訓練 

  ○ 炊き出し訓練 

 (4)  広域物資搬送訓練 

   ○  広域防災拠点からの物資搬送訓練 

   ○ 民間事業者による避難所までの物資搬送訓練 

   ○ 隣接府県（京都府福知山市）からの応援受入訓練  

 (5)  その他 

   ○ 地震の揺れ体験（起震車）、煙避難体験、災害対応車両等展示、 

展示ブース（室内安全対策 他） 

 

８ 主催 

   平成29年度兵庫県丹波地域合同防災訓練実行委員会 

（構成団体：兵庫県、篠山市、丹波市） 

 

９ 参加機関・団体 

兵庫県、篠山市、丹波市、関係市消防機関、自衛隊、近畿地方整備局、兵庫県警察、日本

赤十字社兵庫県支部、兵庫県災害医療センター、兵庫県医師会、兵庫県看護協会、兵庫県薬

剤師会、兵庫県臨床検査技師会、兵庫県国際交流協会、兵庫県栄養士会、兵庫県トラック協

会、ヤマト運輸(株)、日本レスキュー協会、ライフライン関係機関、兵庫県防災士会、篠山

市社会福祉協議会、自主防災組織、福知山市等 

 

＜問い合わせ先＞ 

 企画県民部災害対策局災害対策課 訓練・指導班 TEL 078-362-9810 


